論語読書会　八佾第三


（岩倉紙芝居館古典館http://hjueda.on.coocan.jp/koten/koten.htm）
以下は、読書会に備え調べたこと、また、議論したことを、岩倉紙芝居館館主が独断で記載したものである。

八佾第三 
1）孔子謂季氏八佾舞於庭是可忍也孰不可忍也 
kǒng zǐ wèi jì shì bā yì wǔ yú tíng shì kě rěn yě shú bù kě rěn yě
孔子季氏を謂ふ。八佾庭に舞ふ、是れ忍ぶべくば、孰れか忍ぶべからざらむ。

謂（い）ふ、を通例では、（のたま）はく、と訓じさせている。商量、評価を伴い、おもうの訓義を生ずる（字統）。八佾は、天子の礼で、宗廟の祭に、一列八人を八列、六十四人の舞人を奉納する。諸侯は六佾、卿大夫は四佾、士は二佾とされる。季氏は本来なら四佾であるべき。礼を重んじる孔先生は目をむいた。非其鬼而祭之諂也見義不爲無勇也。rěn 忍（しの）ぶは、たえる、ゆるすとも訓じ、忍耐の義であるが、堅忍して人の性情に反することを敢えてする意がある（字統）。rèn は認、任であり、rénは人、仁である。家臣としてあるまじきという憤りがある。孰（いづ）れ、（なに）とも訓じる。これを見て見ぬふりをすれば、もはや、何もかもいうがままになりさがりますぞ！と任官した弟子を叱責し、嘆くのみの孔先生なら晩年。かくなる魯にはおれぬ、と昭公を追って斉に亡命した若き孔丘なら、前517年36歳、季氏は五代目季平子となる。どの季氏かは不明。
と思い読書会にでると、魯には周公旦にまつわる特別の事情があったようだ。周は文王、武王、成王と続くのであるが、周公旦は文王の第四子で武王の弟。殷を打倒し、周が建国されると、旦は曲阜に封じられ魯公となるが、嫡男、伯禽に魯をまかせ、中央で武王を補佐する。武王亡きあとは、その子成王の摂政となり、成人となれば、政権を成王に引継ぎ、自らは雒邑（洛陽）を造営し身を引いた。周礼、儀礼を定めた人でもあり、創世期の周の安定のために一身を尽くし、周公と称され、魯では周公の祭祀において八佾の礼が許されていたそうである。
それを、季氏が挙行したことになる。そういう目で見直しを余儀なくされた。
2）三家者以雍徹子曰相維辟公天子穆穆奚取於三家之堂 
sān jiā zhě yǐ yōng chè zǐ yuē xiàng wéi bì gōng tiān zǐ mùmù xī qǔ yú sān jiā zhī tang
三家者、雍を以て徹す。子の曰はく、相くる維れ辟公、天子穆穆たり。奚ぞ三家の堂に取らむ。

三家は、魯の猛孫、叔孫、季孫の家老三家。徹（てつ）は、儀礼のときに豆（とう）、鬲（れき）の類を多く用いるので、その陳設をし終わることをいい（字統）、ここでは雍の舞楽で祭りを終えることをさすのであろう。堂は明堂のように室のない建物であり、また霊台のような台構造のものであったらしく、祀所とみられる（字統）。雍は、周の宗廟における祭の舞楽。詩、周頌（しゅうしょう）の雍篇、「雍雍（やうやう）として有来（来朝）し肅肅（しゅくしゅく）として至止（参列）す。（天子を）相(たす)くるは維（こ）れ辟公(諸侯)、天子穆穆（ぼくぼく）たり」がみえる。詩に云ふ、「穆穆たる文王（ぶんおう）、於（ああ）緝煕（しゅうき：光明）にして止（ただ：副詞）敬。人の君と爲りて、止（ただ）仁。人の臣と爲りて、止（ただ）敬。人の子と爲りて、止（ただ）孝。人の父と爲りて、止（ただ）慈。國人と交はりて、止（ただ）信。」穆穆とは、誉め言葉で、そこはかとなくうるはしき、とでもなろうか。魯公が行うべきところを、三家の家老が自らの堂にて、雍で徹すとは、絶句！ 

3）子曰人而不仁如禮何人而不仁如樂何 
zǐ yuē rén ér bù rén rú lǐ hé rén ér bù rén rú yuè hé
子の曰はく、人にして仁ならずば禮を如何、人にして仁ならずば樂を如何

魯公になりかわり、大夫が天子の禮樂を挙行するなど、とんでもない時代となったものである。周公の遺徳を偲ぶということであろうが、非其鬼而祭之諂也。もし、仁の気持ちがあれば、さような禮や樂を行うことなど思いもよらぬ、と釈を改めた。
4）林放問禮之本子曰大哉問禮與其奢也寧儉喪與其易也寧戚
lín fàng wèn lǐ zhī běn zǐ yuē dà zāi wèn lǐ yǔ qí shē yě nìng jiǎn sāng yǔ qí yì yě nìng qī 
林放、禮の本を問ふ。子の曰はく、大なる哉問ふこと。禮は其の奢よりは寧ろ儉すべく、喪は其の易よりは寧ろ戚すべし。

林放は魯の人であるが弟子としては名がみえないという。大胆にも禮の本を問うた。なんと大仰なことか。しかし、丁寧に返答した。奢（しゃ：おごる）は贅沢なこと。儉（けん：つつましくす）は倹約すること。易（い：おろそかにす）は容易、簡略なこと。戚（せき：うれふ）は憂える、悲しむこと。こころをこめていただきたい。林放の問いも問いであるが、孔先生の返答も返答である。林放が行っていた禮が奢であり、喪が易であったことを批判したものと思われる。
読書会において、この易の解釈が論議された。朱子は治也、鄭玄は簡也。林放を考慮すれば、簡易にするというよりは、形式的で心がこもっていないとみるほうが、よさそうである。子貢欲去告朔之餼羊というのが後にでてくるごとく、形式的で実用性のなくなった礼を省くということを子貢すら行っており、簡略化は、当時の趨勢ともいえようが。
5）子曰夷狄之有君不如諸夏之亡也
zǐ yuē yí dí zhī yǒu jūn bù rú zhū xià zhī wú yě  
子の曰はく、夷狄の君有るは諸夏の亡きに如ざるなり。

夷狄は東夷北狄のこと南蛮西戎を含め禮樂の及ばぬ異国。諸夏は夏、殷、周を受け継ぐ諸国。孔子の時代諸国で下克上、君主がないという状況が生まれた。魯でも昭公が斉に亡命し、君主なき事態に陥った。それでも、夷狄は諸夏には如かず、というのが孔先生の立場。禮樂すたりたりといえど、無きには勝るとは何とさびしいことか。
と思って、読書会に出ると、夷狄について疑問が呈された。漢代なれば、東夷北狄南蛮西戎は中華の外であるが、孔子の時代には中原の外であり、燕、斉、呉、越、楚、秦などはその対象地域に入る。夷狄の君とは、具体的に誰かとなれば、その地域で王と称した者、いわゆる覇者をさすと考えねばならない。モンゴル族や満州族が中国を制圧した歴史における、この句の解釈にも言及されねばならない。モンゴル族は儒学を否定しており、この句の釈に問題はないが、満州族、清朝は儒学を取り入れており、朱子が諸夏の亡きが如（ごと）くにならずと釈したことが、都合よかったという。科挙の試験問題においても、清朝にあってはその解釈に違うことは容易ならざるものがあるとは、成程。儒学を取り入れた朝鮮や日本、台湾にしては、東夷であり、夷狄でも立派な君主を擁すれば、諸夏の君主なきが如くならずと釈される方が自尊心には適う。では、孔先生のこころや如何？伝説の聖人から夏、殷、周の伝統を受け継がんとする先生にあっては、君主なくとも、その伝統への信念が揺らぐことはあるまい。
6）季氏旅於泰山子謂冉有曰女弗能救與對曰不能子曰嗚呼曾謂泰山不如林放乎
jì shì lǚ yú tài shān zǐ wèi rǎn yǒu yuē rǔ fú néng jiù yú duì yuē bù néng zǐ yuē wū hū céng wèi tài shān bù rú lín fàng hū  
季氏、泰山に旅す。子、冉有に謂ひて曰く、女救むこと能はざるか。對へて曰く、能はず。子の曰はく、嗚呼、曾ち泰山林放に如ずと謂ふか

季氏は季康子、冉有は姓が冉、名が求、字が子有、孔子より少（わか）きこと29歳、季康子の宰を勤めていた。泰山は天下の名山、周は諸侯をひきつれ天命を享けたことを当地で祭祀した。後の封禅の儀（封：泰山の頂に土を築いて壇を作り天を祭り、天の功に報いること。禅：その泰山の下にある小山の地を平らにして、地の功に報いること）である。旅（りょ）すとは、ここで祭祀（臨時の大祭）を行ったことを意味するとされる。女は“なんじ”。救（や）む、は説文に、「止むるなり」とある。求は呪霊をもつ獣の形、これを支して殴（う）つのは呪霊を駆使して、他から加えられる呪詛を免れる（字統）が原義。wū hū嗚呼（ウフ：ああ）、は歎息。曾子の場合 zēng zǐ。céng 曾は、前の句をうけ、だから～となる、（すなは）ち、と訓ぜられる。謂（い）ふ、（おも）ふ。それじゃあ、季氏の祭祀をうけた泰山（の山神）が林放よりうつけということになるぞ！非其鬼而祭之諂也見義不爲無勇也。斉の桓公がこれを行おうとしたとき、管仲はこれを諌めたという。前651年桓公が覇者となった後の頃の出来事である。管仲にできたことすらできぬ、ご時勢とはいえ、じくじたるものがあった。
として、読書会を迎へ、議論を聞く間に、林放に関するイメージがわきはじめてきた。林放はこの大祭を取り仕切っていたのかもしれない。季氏の威をかりて八佾舞、雍の舞楽、大祭を推進する立場にあった、と仮定する。それで、孔先生に禮の本を問うなどという挑戦的な行為に出たとみる。魯公が行わないならば大夫がそれを絶やさず、一層立派に挙行すること、禮に反しようか、と季氏を補佐し、走っていたと想像してみる。先に、禮與其奢也寧儉喪與其易也寧戚という歯切れの悪い応対となったのは、周公の特例というものあってのこと。八佾舞、雍の舞楽は堂内、内輪のこと、孔子は、こころがこもっていない、仁がない、筋が通っていない、諂いであると批判するに止まった。しかし、大祭は天下に示すもので、これには“止めよ”と明快に意思をあらわにした。しかし、不能として、林放を横目に、それに携わることを避けるのが冉有の精一杯の節であったと思われる。弟子の生き様も並大抵ではなかった。
7）子曰君子無所爭必也射乎揖讓而升下而飮其爭也君子
zǐ yuē jūn zǐ wú suǒ zhēng bì yě shè hū yī ràng ér shēng xià ér yìn qí zhēng yě jūn zǐ 
子の曰はく、君子爭ふ所なし。必ずや射か。揖讓して升り下りし而して飮ます。其の爭は君子なり。

君子の争いについての議論でもあったのか。孔先生は争う所なし、といいつつ、必ず争うとすれば、射（弓）がある、と言い直した。揖讓（いじょう）は、両手を胸の前で組み合わせて会釈する礼、互いに譲り合うこと。揖讓して、（堂）に升（のぼ）り（主君に会釈し）、（射し、庭に）下（お）りて、（酒を）飲ます。こういう争いこそが君子である。飲（の）ませると訓じているのは、勝者が敗者に酒を飲ませるからという。勝者に馳走するとの説もある。どうもピンとこない。
読書会に出ると、君子は六芸（礼、楽、射、御<車馬>、書、数）を修めねばならず、その中で射は自省心を養うものという。矢を射て当らないのは、ひとえに射手本人の技量により、相手の問題ではない。それを修正し当てるには本人が努力するしかない。その精神を涵養することが、腕を磨くと同様に肝要であった。「不怨勝己者　反求諸己」孟子のことばという。また、この時代、飲酒のためのみに酒を買うということはまともな人間のすることではなく、飲酒は祭祀、儀式や大事を行う場合に付随するもので、この場合にも、射礼（礼記射義及射法訓）にのっとって飲酒するもので、茶道で茶をいただくごとく、礼に従って行われるものという。かような礼にのっとった争いが、孔子の時代にはみられなくなったことが背景にある、と推察しておられた。

8）子夏問曰巧笑倩兮美目盼兮素以爲絢兮何謂也子曰繪事後素曰禮後乎子曰起予者商也始可與言詩已矣
zǐ xià wèn yuē qiǎo xiào qiàn xī měi mù pàn xī sù yǐ wéi xuàn xī hé wèi yě zǐ yuē huì shì hòu sù yuē lǐ hòu hū zǐ yuē qǐ yǔ zhě shāng yě shǐ kě yǔ yán shī yǐ yǐ 
子夏、問ひて曰く、巧笑倩たり美目盼たり素を以て絢と爲す、何の謂ひなりや。子の曰はく、繪の事は素を後にす。曰く、禮は後か。子の曰はく、予を起すは商なり、始めて與に詩を言ふべきのみ。

子夏は絵画的であった。詩、衛風、碩人に、「巧笑（こうしょう）倩兮（せんたり）美目（びもく）盼兮（はんたり）」はみえるが素（そ）以爲絢（あや）兮はない。後に付加された句とされる（逸失とする説もある）。倩は、えくぼがでて口元のよろしきこと、であるが、この場合、白い歯がこぼれることを予想しよう。盼は白目が多く、目がくっきりとしていること。礼記、礼器に、「白、采を受く」から朱子は下地を白く塗ると釈したとある。儀礼（ぎらい）の聘礼（へいれい）、絢組（けんそ）の注に、「采、文を成すを絢といふ」とあり絢美、絢爛（けんらん）など、文采の目をおどろかすをいう（字統）。素は糸を染めるとき束の上部を固く結んで染めるので、その部分だけ白い生地のまま残る。その部分が素（字統）、素が絢をひきたたせるという。繪（え）は、説文に、「五彩を會（あつ）めたる繍（ぬひとり）なり」とあり、五色の刺繍による絵模様をいうが原義。のち彩色の絵をいう、「繪事（かいじ）は素を後にす」は、白粉をもってしあげる（字統）とある。qiàn倩、pàn盼、xuàn絢と～nの韻を踏んで字が選択されている。
子夏が、学であろうと祭祀、政・・・人間の行為を仕上げるものは禮といったことが、先生を触発した、となろうか？yǔ與（とも）に詩を語れるようになったものだ。先生は説（よろこ）ばれたことであろう。禮がピンとこない日本人には、そのよろこびが伝わらない。禮が素のごとく人間の行為をひきたてる？素とは生地のままの人間の純心さでも想定するのか？禮は素ではあるまい？？？詩は子夏によって後世に伝えられたとされる。
読書会を迎えると、考工記*の「白粉をもってしあげる」を朱子が見落とした、と批判する日本の学者が多いそうである。朝鮮では朱子家禮が実践されてきたが、日本人は禮を知識として理解しようとするため、禮を実践する心が伴わない。したがって禮から離れた解釈が成立しやすく、吉川幸次郎先生はじめ、ことごとく日本の学者は古注に従い、読む気がしないという。繪事後素は、朱子の釈のとおり、繪事後於素とみるべきで、素とは質、白の下地であり、これがしっかり出来上がった上で繪が描けるということ、禮後乎とは、禮という文（あや）もしっかりとした下地があって後に成立する、と解するのが論語の主旨であるという。茶道の作法が茶の心なくして行われるなら、形式だけのものになる。その心、その下地があってこその作法ではないか。質があっての禮の文（あや）をいう。これを抜かしていかな立派な釈をしてみても、論語を読む態度にあらず、ここは譲れない、とあった。
*「周礼に言う、絵画は、五色をまじえ用いる。東方は青、南方は赤、西方は白、北方は黒、天は玄、地は黄色である。青は白と相次ぎ、赤は黒と相次ぎ、玄は黄と相次ぐ。（鄭玄注：これは、絵画の六色の象徴するものと、色をつける際の順番について言うのである）およそ絵画は、白をあとまわしにする。（鄭玄注：素とは白い彩りである。この色は後からつける。（白を先に施すと）他の色によって白色が汚されやすいからである）、『人文科学論集＜人間情報学科編＞』第33号（信州大学人文学部、1999年2月）」
9）子曰夏禮吾能言之杞不足徴也殷禮吾能言之宋不足徴也文獻不足故也足則吾能徴之矣 
zǐ yuē xià lǐ wú néng yán zhī qǐ bù zú zhēng yě yīn lǐ wú néng yán zhī sòng bù zú zhēng yě wén xiàn bù zú gù yě zú zé wú néng zhēng zhī yǐ
子の曰はく、夏の禮、吾はこれを能く言へるも杞は徴とするに足らず。殷の禮、吾はこれを能く言へるも宋は徴とするに足らず。文獻足らざるが故なり、足らば則ち吾能くこれを徴とせむ。

杞は周になって夏の遺民の国とされ、宋は殷の遺民の国とされた。徴（しるし）と訓じる。文は文書、xiàn獻は賢に通じて賢者とあるが、xián賢とは声調が異なる。獻は神にささげられる獻器が原義であり、人間ではなく器物ではないか？杞に、夏の禮、宋に殷の禮が残されているべきであるが、文獻が足らず私のいうことの証とならぬ、とそのふがいなさを嘆いておられるのであろう。
読書会では、それで一体何が言いたいのか？と提起された。夏と杞、殷と宋ということは、周と魯の将来を暗示するものという。季氏のやりかたを踏襲していて果たして魯に周の文獻が伝えられ得るであろうか？後にでる告朔之餼羊のことも、その延長線で考慮すべきという。これで、はたと思い出したことがある。若き孔子が孟僖子の息子、南宮括をたきつけて、周の蔵室（図書館）に老子を訪ねたという話である。老子のことより、周の図書館の蔵書蔵物を南宮括ともども見、将来ある名家の息子に、魯にかくなるものが必要との印象をもたせることが目的であったと、これではっきりとしてきた。
10）子曰禘自既灌而往者吾不欲觀之矣
zǐ yuē dì zì jì guàn ér wǎng zhě wú bú yù guān zhī yǐ  
子の曰はく、禘、既に灌いでより往は、吾これ觀ること欲はず。
 
禘（てい）は、元来、上下帝を祀る祭儀、ここでは魯の祖先の廟に祖霊を祀る大祭をさす。礼記、明堂位に、「灌（そそ）ぐに玉瓚（さん）大圭（けい）を用ふ」は、その玉器で酒をそそいで清める意。その礼を祼（かん）といい、また灌をその義に通用することがある（字統）。鬯酒（黒黍で醸した芳香な酒）を地に灌いで清め、祖霊を木主（位牌）に招くような礼か。往者（のちは）は、その礼がおわってしまへばの義。祖霊（特に周公）を招来する、ところまではいいが、その後には、禮に違う祖霊の祭祀がおこなわれたのであろう。欲（おも）はず。見たくなかった。
　　　　　　　　　　読書会に出ると、位牌は太祖を中心に、左側偶数が昭、右側奇数を穆、位牌の順
　昭　　　穆　　　　を昭穆というとあった。朱子は太祖を始祖と称す。禘において、周公旦ばかりか
⑥④②太③⑤⑦　　　文王まで祭っていることが禮に反し、更に歴代の魯の王族の位牌順に関しても禮
　　　祖　　　　　　に反するものがあるとした、という。　　　　　　
11）或問禘之説子曰不知也知其説者之於天下也其如示諸斯乎指其掌
huò wèn dì zhī shuō zǐ yuē bù zhī yě zhī qí shuō zhě zhī yú tiān xià yě qí rú shì zhū sī hū zhǐ qí zhǎng  
或、禘の説を問ふ。子の曰はく、知らざるなり。其の説を知る者の天下に於けるや其れ諸れ斯れを示すが如しか。其の掌を指す。
 
或ひと、と訓じられる。孔子のその態度を詰問した人がいた。禘之説について古注では、閔（びん）公と僖（き）公の位牌の順序が逆であることを指すとある。荘公と叔姜(しゅくきょう）の間の子、兄開が閔公、弟申が僖公となる。「荘公の正妻は、斉の公女、桓公の妹、哀姜（あいきょう）、哀姜との間には子がなく、哀姜に付き添ってきた叔姜との間に子ができる。荘公は更に夫人にすることを約して、孟女との間に班をもうける。荘公の弟に慶父（けいほ）叔牙（しゅくが）季友（きゆう）、この三人の子孫がそれぞれ孟孫氏、叔孫氏、季孫氏、がおり、相続をめぐり慶父は班、閔公を殺し自ら位につこうとする。慶父は荘公夫人、哀姜と密通していた。魯の人々はこれを良しとせず、陳に逃れていた季友を呼び戻し、季友は申をたて僖公となした。閔公は二年（前661～660）で殺され業績がないが、僖公は三十二年（前659～627）に亘り、召陵の盟（斉・宋・陳・衛・許・曹とともに周王室を尊重することを誓う）など業績をあげた。」孔子の百年前の出来事である。孔先生がどういう見解をされていたのかは、不明。不知也と突っぱね知其説者之於天下也其如示諸斯乎という。意味不明。その説を知る者が天下にいるからそうしたのだろう、知ったことか！とでもなるか。其の掌（たなごころ：手のひら）を指したとは、どういうことか？あなたの手の中にあることでしょう？わかっているのでしょう？とでもなるのか。
読書会では、知っている人は天下全体を手のひらに中でみることができる人、私はそんな人ではないと、やんわり相手をたしなめた、とあった。
読書会後に春秋左氏伝を見る。文公二年（BC625）秋八月に「大廟で（吉禘の）祭祀を挙行し、僖公の位を（閔公より）上位に升（のぼ）したのは、（順序に反する）逆祀である。この時、宗伯（そうはく）の官にあった夏父弗忌（かほふっき）は、僖公の方を上位とし、さらに自分の見たことを説明した。“新しく亡くなった鬼神（僖公）は大きく、古い鬼神（閔公）は小さく吾（わたし）には見えた。大を先とし小を後にするのは、順序というもの。聖賢（僖公）を上位に升（のぼ）すのは、明智というもの。明智、順序に従うのが礼に合する。”君子はこれを礼に失していると評する。礼は順序を重んじなければならない。祭祀は国家の大事であるのに、その順序を逆にするとは、礼に合しているとは申せぬ。いかに子（この場合は弟）が明智であっても、祭祀が父（兄）より上位になることは、昔からあり得ない。」（岩波文庫）孔先生もこれを逆祀として、これを支持した魯の賢人、藏文仲を不知と批判しておられる。当時はこの逆祀が受け入れられていたことになる。
12）祭如在祭神如神在子曰吾不與祭如不祭 
jì rú zài jì shén rú shén zài zǐ yuē wú bù yù jì rú bú jì
祭るに在すが如くし、神在すが如く神を祭す。子の曰はく、吾、祭に與らざれば祭らざるが如し。
 
祭鬼のことか?鬼は自らの祖先の霊であった。祖霊がそこにおられるように祭る。神を祭れば、神がそこにおられように祭られた。與（あづか）るは参加すること。礼にうるさい孔先生を呼ばなかったのか、礼にはずれた祭りが嫌で避けたのか、祖霊や神に会えぬことは心残りであった、となろうか？
読書会では、祭如在祭神如神在は古言で孔先生の言葉でないとあった。在は祖霊、神は色々な神々。與はyǔ ～と/あたう、yù あづかる/くみす、yú  歟(か)。 出席するのみではなく、積極的にかかわることであり、どうも先生はこの頃そういう立場に無かったようである。
13）王孫賈問曰與其媚於奧寧媚於竈何謂也子曰不然獲罪於天無所祷也
wáng sūn jiǎ wèn yuē yǔ qí mèi yú ào nìng mèi yú zào hé wèi yě zǐ yuē bù rán huò zuì yú tiān wú suǒ dǎo yě 
王孫賈、問ひて曰く、其れ奧に媚びんより、寧ろ竈に媚びよ、とは何の謂ひなりや。子の曰はく、然らず、罪を天に獲れば、祷る所なきなり。
 
王孫賈は衛の霊公の大臣で、前502年覇者、晋の強圧に相対した実力者。だけど、なんのことやら?どうやら奧とは衛公のこと、竈（かまど）は王孫賈のことらしい。孔子が衛を訪ねたおり、奧（霊公）に媚(こ)びるまえに、竈（王孫賈）に媚びるべきではないか、礼に背いているのではないかといわんばかりに皮肉った。先生、そうではない、という。王孫賈が罪を天に獲ていたかどうか知らないが、その場合、どちらで祷（いの）ることもできない。やましい心なくば、どちらに先にお会いしても差し支えあるまい。とでも切り返したとなるのか？
読書会では、奧と竈とは韻をふんでおり、オウ、ソウと読むべき、奥とは衛公というよりは衛公の近臣。やましい心で接しては天は聴き入れない、祈るところはなくなるの義とあった。
14）子曰周監於二代郁郁乎文哉吾從周
zǐ yuē zhōu jiàn yú èr dài yù yù hū wén zāi wú cóng zhōu 
子の曰はく、周は二代に監みて郁郁乎として文なるかな。吾は周に從はん。
 
二代とは夏と殷。夏と殷の何を監（かんが）みたのか?郁（ゆう）郁は、古語で文采の盛んなさま、草木が茂っているさま、yù鬱でもあり、憂鬱なさまでもある。Yùは玉、雨降ることでもある。文（ぶん）哉、「文王すでに没し、文ここ（孔子）に在らずや（子罕第九）。」の文で、周の文化をさす。先生は殷の後裔と思っておられたようだが、周の文化を好まれた。
読書会では、夏と殷のよいところを組み合わせて美しい模様のごとくなっているとあった。
15）子入大廟毎事問或曰孰謂鄹人之子知禮乎入大廟毎事問子聞之曰是禮也
zǐ rù tài miào měi shì wèn huò yuē shú wèi zōu rén zhī zǐ zhī lǐ hū rù tài miào měi shì wèn zǐ wén zhī yuē shì lǐ yě  
子、大廟に入るに、毎事問ふ。或、曰く、孰か鄹人の子、禮を知ると謂ふか。大廟に入り毎事問ふ。子、これを聞きて曰はく、是れ禮なり。
 
大廟は祖先、周公を祭る廟。毎事は事ごとに、と訓じる。或る人とは誰か？当時の人にはわかっているのであろうが平成の我らには不明。王孫賈のごとく孔子に反感を持つ人であった。孰（だれ）が推挙したのか。鄹（すう）人の子（孔丘）。史記によれば、「魯の昌平郷の陬邑に生る」とある。礼をよくする若者ということで抜擢したことを皮肉った。そのことを耳にいれると、そうすることが礼という答えが返ってきた。実際のところどうなのか？孔先生にも敵が多かった。
読書会では、鄹人とは孔子の父。いちいち問うのは、元のやり方を無視して勝手な事をしているのを、孔子がいちいち正すこと、元の礼の形を見せつけるパフォーマンス、という。また、確認してやってゆかないと、それを伝えることができない、ともあった。
16）子曰射不主皮爲力不同科古之道也
zǐ yuē shè bù zhǔ pí wéi lì bù tóng kē gǔ zhī dào yě  
子の曰はく、射は皮を主とせず。力を爲すに科同じふせず。古の道なり。
 
射は弓射。皮（かは）は的の皮で、主皮は的に当てることを指すようである。科は斗（量器）で禾穀の一定量を科（はか）るが原義。科挙とは、甲乙の科に分かって試験を行う制度。力量によって科を分けたとなろう。揖讓而升下而飮其爭也君子、と力量のみならず、射礼を学ぶ場でもある。それが古の道と先生はいいたい。
読書会では、昔は二本の棒の間に皮を張って的としたという。皮に当らない人もあれば、皮に当っても貫くことの出来ない人もある。科はランク、朱子は人には筋力・技量の差があり、それは問題ではない、動作や振る舞いを学ぶことが先決とする。古注は、前者は弓のこと、後者は、力仕事はその人の体力にあわせて行うという別のこと、とする。中国では古之道といえば、昔のやりかたを肯定し、今はそれからはずれていると批判する言い回し、とあった。
17）子貢欲去告朔之餼羊子曰賜也爾愛其羊我愛其禮
zǐ gòng yù qǔ gù sù zhī xì yáng zǐ yuē cì yě ěr ài qí yáng wǒ ài qí lǐ 
子貢、告朔の餼羊を去さむと欲す。子の曰はく、賜や爾、其の羊を愛す、我は其の禮を愛す。
 
gù shuò 告朔（こくさく）、朔（陰暦の月のはじめ）を告（宗廟に報告）する祭事。餼羊（きよう）は生きている羊。告はgào であるが、この時のみgùとなる。賜は子貢、爾は“なんじ”。暦を管理し、朔の儀を行い民に月はじめを知らしめることは、使民以時、と古くは、大切な祭事であった。しかし、このような祭事をしなくても暦が知られるようになり、餼羊が供えられる形だけのものになっていた。財政に明るい子貢は、これを廃止したのであろう。先生は、虚礼とはいえ、礼は礼、羊を惜しむより礼を惜しめ、とおっしゃる。先にみたように、杞や宋のごとく、文獻不足とならむ気遣いであるが、年に一度ならともかく、毎月となれば、やはり維持困難と思われる。
読書会では、去はqǔで～を無くす、 qùで～から去る。陰暦では、15夜の満月を望といい、29.5夜の新月を月がこもる、晦（つごもり）という。29日の場合小晦（こつごもり）、30日（三十日：みそか）の場合大晦（おおつごもり）、その次の日を朔（ついたち）という。月のはじめ、つきたち、から来るとのこと。周王朝は天文観測を行い翌年の暦を作製し、年末に諸侯を集めて、新たな歳の暦（カレンダー）を渡し、諸侯は年賀の挨拶を行い帰国して暦を、祖霊に知らせ、発布するという。その暦にもとづき、毎月始めにこの儀式が行われるのであるが、当時、魯公も出席しないままに形式的に行われるようになっていたという。
18）子曰事君盡禮人以爲諂也
zǐ yuē shì jūn jìn lǐ rén yǐ wéi chǎn yě  
子の曰はく、君に事ふるに禮を盡さば、人諂ふと以爲ふなり。
 
盡（つく）す、事父母能竭其力、竭（つく）すとあった。竭は（互いに）竭す。盡は互いにのニュアンスがなさそうである。以爲（おもふ）は思うこと。禮を盡すと、人は諂（へつら）ふと思う。羊のことでは弟子がケリをつけてしまう。孔先生も憂鬱であられた？
読書会では、朱子は孔子の体験談とみているが、古注は孔子に特定せず、一般的な話とするという。
19）定公問君使臣臣事君如之何孔子對曰君使臣以禮臣事君以忠 
dìng gōng wèn yuē jūn shǐ chén chén shì jūn rú zhī hé kǒng zǐ duì yuē jūn shǐ chén yǐ lǐ chén shì jūn yǐ zhōng
定公、問ふ。君臣を使ひ、臣君に事ふは如何？孔子、對へて曰はく、君臣を使ふに禮を以てし、臣君の事ふに忠を以てす。

亡命中の昭公が斉で没し、弟の定公が位を継ぎ、魯に戻ったのは孔子43歳の頃。定公のもと、孔子が中都の宰（52歳頃）となり、夾谷の会盟で、斉から魯の鄆、汶陽、亀陰の田を取り戻している。腕をふるっておられた頃の問答か。君に禮を盡すと諂ひと誤解される、とぼやいておられたのが前段。禮を以て使臣とある。ピンときません。これでは日本人の臣は動かない。敬天愛人（西郷隆盛）、部下に任せて責任をとる・・・人望がなければ動きません。臣が君に事（つか）ふるに忠を以てす、は江戸時代を通じて一般化されている。日本で朱子学より陽明学が好まれる原因か。
読書会では、古注は君子が禮をもって臣下を使えば、臣下は忠でこたえる、朱子は二つの間の因果関係をみず、別々のことと考える、とあった。孟子は、君君たり、臣臣たり、父父たり、子子たり。あるいは君臣有義となし、君子が臣下を人格に合わせて対応すれば、臣下は忠を尽くすこと。後の中国では、三顧の礼で孔明を軍師に迎えた劉備のごときあり方にみられるという。禮は示と豐からなり、豐は丰（禾穂）を豆（たかつき）に盛る形、祭祀における神饌、供物の種類と並べ方からきている。
20）子曰關雎樂而不淫哀而不傷
zǐ yuē guān jū lè ér bù yín āi ér bù shāng 
子の曰はく、關雎は樂しみて淫せず、哀しみて傷らず。
關々たる雎鳩は　河の洲に在り　窈窕たる淑女は　君子の好逑
參差たる荇菜は　左右にこれを流る　窈窕たる淑女は　寤寢にこれを求む
これを求めて得ざれば　寤寢に思服す　悠なるかな悠なるかな　輾轉反側す
參差たる荇菜は 左右にこれを采る 窈窕たる淑女は 琴瑟これを友とす
參差たる荇菜は 左右にこれを芼る 窈窕たる淑女は 鐘鼓これを樂します（白川静：詩経）
河の洲で雎鳩がguānguānと鳴く、美しく慎み深い女は君子の配偶者。水辺に長短高低、左右にゆらぐ蓴菜（じゅんさい）。淑女はこれを寝てもさめても求める。得られないと思いあぐね、てんてんとねがえる。ゆらぐ蓴菜を左右に採集する。これを得ると、琴瑟を友とし鐘鼓で君子を樂します。雎鳩は神鳥で祖霊を想起させる。荇菜は神饌として供えられる。子宝をもたらすものと推察。いづれ、衽（はら）んだ淑女がこれを君子と祝うのであろう。まさに、關雎は衽席（しとね）に始まる。
孔先生はこれを樂しみて淫（いん）せず、哀しみて傷（やぶ）らず、とおっしゃる。思無邪ともおっしゃった。哀（かな）しみてと訓じられるが、“いとしむ”とでもなろうか。これを思いよこしまなし、で解釈すると謹厳学者が苦虫をかみつぶす。君子と淑女のありのままの交わりの姿。
読書会では、雎鳩は水鳥の魚鷹（みさご）、いつも、つがいでいて夫婦仲のよいことの例え。好はhǎoで良い、hàoで好む。好hǎo逑とは“良い連れ合い” 關雎は、詩、風の始であり（爲政第二の２参照）、音楽の最終に奏されるものでもあり、人間の感情の源とみられており、重要な位置を占める。それだけに、解釈にも慎重さがもとめられてきた。琴瑟や鐘鼓はこの時代、男のするものであり、主語が君子なのか、淑女なのか説が別れる。日本の学者は淑女とみて性的に解釈しがちであるという。孔先生の解釈は、樂而不淫哀而不傷。
21）哀公問社於宰我宰我對曰夏后氏以松殷人以柏周人以栗曰使民戰栗子聞之曰成事不説遂事不諫既往不咎
āi gōng wèn shè yú zǎi wǒ zǎi wǒ duì yuē xià hòu shì yǐ sōng yīn rén yǐ bó zhōu rén yǐ lì yuē shǐ mín zhàn lì zǐ wén zhī yuē chéng shì bù shuō suì shì bú jiàn jì wǎng bú jiù
哀公、社を宰我に問ふ。宰我、對へて曰く、夏后氏は松を以てし、殷人は柏を以てし、周人は栗を以てす。曰く、民をして戰栗せしむ。子これを聞きて曰はく、成事は説かず、遂事は諫めず、既往は咎めず。
 
宰我、姓が宰、名が予、字が子我。社は説文に、「地主なり」とあり、土地の神。周礼、大司徒に、「その社稷（しゃしょく）の壝（ゐ）を設けて、之が田主を樹（う）う。各々のその野の宜しきところの木を以ってす。」とあり(字統)、社はその地の樹木を神体とする土神。夏を啓いた禹が后（きみ）と称され、夏后氏、夏人でもよさそうであるが、天にも及ぶ洪水を治めた未曾有の功績をたたえてのことであろうか。松を神木とした。殷人は柏（ひのき）を、周人は栗（くり）を神木とした。利口辯辭（弁がたつ）とされ、三年の喪に異議を唱える宰我が、（栗を神木とする周社は、）民を戰栗せしむ、と哀公に申し上げた。哀公も一体何が知りたくて社を問うたのか？
定公六年（BC504）に、「陽虎（ようこ）はさらに定公・三桓とは周社で盟を交わし、国人とは亳（はく）社で盟を交わし、五父（ごほ）之衢（く）で（反対者への）詛（のろ）いを行った。」（春秋左氏伝下、岩波文庫）とある。陽虎が政権を奪取したことを認めさせる盟である。魯には、周公を継ぐ君主や貴族のための周社、とそれ以前からの土着の亳社があった。朝廷では挙行できない行事や裁判などが社で行われた。周社は本来陽虎など家臣を従わせる場であるが、逆に、定公・三桓氏が陽虎に従う場に用いられた忌まわしい記憶がある。君主が戰栗せしめられるは本末顛倒、民を戰栗せしむが筋、と宰我が直言した。若き孔先生なら言いそうな科白（せりふ）である。
これを聞いた晩年の先生（哀公11年BC484に帰国）は、言いすぎであると宰我をたしなめた。20年前の事件である。成事（せいじ：すでに成されてしまった事）不説（言わず）遂事（すいじ：すでに遂げられた事）不諫（いさめず）既往（きおう：もう過去となった事）不咎（とがめず）。温故而知新可以爲師矣に反する言である。哀公に言上しても無理である、そこをよく考えて言上すべしとなろう。
22）子曰管仲之器小哉 或曰管仲儉乎曰管氏有三歸官事不攝焉得儉然則管仲知禮乎曰邦君樹塞門管氏亦樹塞門邦君爲兩君之好有反坫管氏亦有反坫管氏而知禮孰不知禮 
zǐ yuē guǎn zhòng zhī qì xiǎo zāi huò yuē guǎn zhòng jiǎn hū yuē guǎn shì yǒu sān guī guān shì bú shè yān dé jiǎn rán zé guǎn zhòng zhī lǐ hū yuē bāng jūn shù sè mén guǎn shì yì shù sè mén bāng jūn wéi liǎng jūn zhī hǎo yǒu fǎn diàn guǎn shì yì yǒu fǎn diàn guǎn shì ér zhī lǐ shú bù zhī lǐ
子の曰はく、管仲の器小なるかな。或、曰く、管仲は儉か。曰はく、管氏に三歸有り。官事攝ず。焉んぞ儉を得やうや。然らば則ち、管仲禮を知るか。曰はく、邦君、樹して門を塞ぐ、管氏、また、樹して門を塞ぐ。邦君、兩君の好を爲すに反坫有り、管氏、また、反坫有り、管氏にして禮を知れりとなさば、孰か禮を知らざる。
 
管仲、姓は管、名は夷吾、字は仲。斉の桓公（BC685～643）を補佐し覇者とせしめた宰相。少（わか）くして貧困に窮したが、万事派手好みとされる。「倉廩（そうりん）実（み）つれば則ち礼節を知る。衣食足れば則ち栄辱を知る。」が管仲の持論で国を富ませ、自らをも富ました。100年前の名宰相の器を孔先生は小さいと言ふ。怪訝に思った或るひとが、儉の人、孔先生に管仲は儉（けん）か、と皮肉交じりに問うた。三歸は不明。一説、天子が三夫人を迎える礼を諸侯である桓公が行い、諸侯が三国からそれぞれ夫人、その姪（めい）、娣（いもうと）、計九女を娶る礼となり、管仲もこれを行った、夫人を宮殿に住まわせた等異説が多いとある。官事攝（かね）ず、とはこの場合、職掌を攝ず、別々の官を置くこと。焉んぞ儉を得む。倹約する気なんぞあるはずがない、分かっていることを聞くなと返した。然り、そのとおり、では管仲は禮を知るか、と管仲の礼節に関する考えについて問うた。邦君は国君と同じ。樹塞門は植樹して門内の目隠しとすること。反坫（はんてん）とは、堂内の壇、諸侯が好（よしみ）をなすときに献杯の杯を置く台。管氏は家臣でありながら国君の禮を行う、倉廩実ち、衣食足りて礼節も栄辱も知らぬ、というより自ら破る。これで管氏は禮を知るかと問うあなたは何者か？
23）子語魯大師樂曰樂其可知也始作翕如也從之純如也皦如也繹如也以成 
zǐ yù lǔ tài shī yuè yuē yuè qí kě zhī yě shǐ zuò xī rú yě zòng zhī chún rú yě jiǎo rú yě yì rú yě yǐ chéng
子、魯の大師樂に語りて曰はく、樂、其れ知るべきなり。始め作すは翕如なり。これに從ひて純如なり、皦如なり、繹如なり、以て成る。

礼は行動様式から心を正すものであるが、樂は心に直接作用し行動にあらわれる。楽記に曰く、「凡そ音は、人心に生ずるものなり。情、中に動く、故に声にあらわる。声、文を成す、之を音と謂う。」「宮（ソ）を君となし、商（ラ）を臣となし、角（シ）を民となし、徴（レ）を事となし、羽（ミ）を物となす。」君臣民事物（実際は12音）で曲想あるいは和音が決まる。「是の故に治世の音は、安らかにして以て楽し。其の政ととのえばなり。乱世の音は、怨みて以て怒る。其の政乖けばなり。亡国の音は、哀しみて以て思う。其の民くるしめばなり。声音の道は、政と通ず。」鐘鼓管磬（材料的には8種：金・石・絲・竹・匏・土・革・水）が音を出す器、わけても、65点の青銅器で５オクターブ半の音域を備える曽侯乙編鐘という戦国初期の儀礼用楽器には目を見張る。楽器のみならず、干戚を使う武舞を、羽旄を使う文舞で形となり、心がかくして樂としてあらわされる。
樂其可知也、は音楽のことは分かるの義か。ここから先は不明。翕は合わすこと。音程、和声を合わすこととされるが、それは演奏前のことである。呼吸を合わせて始めることではないか？純はまじりけのないこと。和声が合って響きあうことか？皦は真白く清らかなこと。各楽器の音あるいは曲想が明瞭なことか？繹はずっと続くこと。余韻が響くことか？孔先生が音楽の構成についてどういう理解をされていたのか不明。しかし、翕純皦繹が樂のみか政そして礼に通ず、とされたであろうし、有子曰禮之用和爲貴というもこれにて見直すべきか？
読書会では、貝塚茂樹先生の解釈、翕如は最初に12個1組の鐘が盛大になりひびき、純如は、笙などの管楽、琴などの弦楽、全楽器が合奏、皦如は各パートがはっきり響くこと、繹如は長く余韻のあることが紹介された。また、音楽にはいかなるものにも、起・承・転・結があり、古来からの形式があったはずである。音楽は時の流行に流され易いものであり、古式がおろそかになっており、改めて孔先生がかくあるべきと指摘したのではないか、と提言があった。樂其可知也という、いささかぶっきらぼうな言い方もうなずける。
司馬遷は、「吾衛より魯に反り、然る後に樂正しく、雅頌各々その所を得る（子罕篇）。」をこの句の後に配しており、孔先生が正したという解釈をしていたことになる。
24）儀封人請見曰君子之至於斯也吾未嘗不得見也從者見之出曰二三子何患於喪乎天下之無道也久矣天將以夫子爲木鐸 
yí fēng rén qǐng xiàn yuē jūn zǐ zhī zhì yú sī yě wú wèi cháng bù dé jiàn yě cóng zhě xiàn zhī chū yuē èr sān zǐ hé huàn yú sàng hū tiān xià zhī wú dào yě jiǔ yǐ tiān jiāng yǐ fū zǐwéi mù duó
儀封人見ゆを請ふ。曰く、君子の斯に至るや吾未だ嘗て見へ得ざるなきなり。從者これを見ゆ。出でて曰く、二三子、何ぞ喪するに患へむか。天下の道なき久し。天、將に夫子を以て木鐸と爲す。

儀は邑名であるが場所が不明。封人は、国境を示す小高く盛った土神を祭る封（ほう）を管理し、国境を警備する人。孔子一行が国境を越えようとしていた。君子が通過する際には必ず見（まみ）ゆを請ふ、というからには相当の人物である。孔子の從者が封人を先生に会わせた。喪（さう）は、古くは天が災害を降ろすことに用いられたが、亡命者や降服したものが亡人、喪人（字統）とされた意味での喪。孔子一行は喪人とみなされていた。封人が出でて曰く、二三子（從者諸君）何患於喪乎天下之無道也久矣とは、天下に道が無くば、まともな人間が喪人となって何を患へることあろう、の義。封人もいわゆる隠者である。天が將に孔先生をして木鐸となしておられる。新しい法令などを布告する際木鐸をたたいて民に知らせるもので、木製の舌がついた鉄の鈴。
25）子謂韶盡美矣又盡善也謂武盡美矣未盡善也
zǐ wèi sháo jìn měi yǐ yòu jìn shàn yě wèi wǔ jìn měi yǐ wèi jìn shàn yě  
子、謂ふ。韶は美を盡し又善を盡すなり。謂ふ。武は美を盡すも未だ善を盡さざるなり。
 
韶（しょう）は舜帝の樂、武は周の武王の樂。書経、舜典に「詩言志（詩は心に思うことを言葉にする）歌永言（歌は抑揚をつけてゆっくりと言葉を発声する）聲依永（五聲；宮（ソ）、商（ラ）、角（シ）、徴（レ）、羽（ミ）（ドは変徴、ファは変宮）は音の高低、抑揚に依る）律和聲（律は六律（陽）、黄鐘（ニ）、太蔟（ホ）、姑洗（嬰ヘ）、蕤賓（嬰ト）、夷則（嬰イ）、無射（ハ）と六呂（陰）、太呂（嬰ニ）、夾鐘（ヘ）、仲呂（ト）、林鐘（イ）、南呂（ロ）、応鐘（嬰ハ）。律は聲を和す）八音克諧（八音とは楽器の種類で、塤（土）、管（竹）、鼓（皮）、笙（匏）、弦（糸）、磬（石）、鐘（金）、祝敔（木）、克諧はよく和合すること、八音よく和合し）無相奪倫（互いの関係を乱すことがなければ）神人以和（神と人はもって和す）」とあるごとく、樂の根元は神人和合にある。孔先生は舜の樂にそれを感得し、茫然自失、舜の孝弟にこころがふるえた。書云孝乎惟孝友于兄弟施於有政是亦爲政、まさに舜の孝弟こそ政の根本、との思いを新たにされたことであろう。武王は伯夷･叔齋の諫言を容れず、武力で殷を倒した、そこに美を盡（つく）しても善を盡しえぬ樂となる因がある。
読書会では、謂は、八佾第三の1）と同じく、批評していうこと。美しい旋律や和音は意図して作る事ができるが、善というものは作為的には作る事ができない。そのものに内包しておらねばならないし、指揮者や奏者がそれを表現できる資質を備えていなければ、実現されない。水に音楽を聞かせ結晶を観察すると、乱れた音楽では結晶がぐちゃぐちゃになり、モーツアルトのような音楽を聞かせると、きれいな結晶になるそうである。水も採取した場所によって結晶の質が変わるそうである。韶も武も失われた楽であるが、もし、奏されたなら、水は、どんな結晶をむすんでくれるのであろうか？
26）子曰居上不寛爲禮不敬臨喪不哀吾何以觀之哉 
zǐ yuē jū shàng bù kuān wéi lǐ bú jìng lín sāng bù āi wú hé yǐ guān zhī zāi
子の曰はく、上に居り寛ならず、禮を爲して敬まず、喪に臨み哀しまずば、吾何を以て之を觀るかな。
 
上（かみ）に居りとは、八佾舞から始まる季氏を指す。寛容がなく、形式のみの禮で敬（つつし）まず、喪に参列するのみで哀（かな）しみすらない。にらみつけてもそ知らぬ顔、どんな顔をしたものか？
読書会では、この八佾は、まとまりのある篇。本来あるべき姿が、今はそうなっていないことを述べたもの。上の言葉は、それを全体的に一まとめにして批判した言い回し、現代にも通用する一般化された表現となった、という。
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